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高 βトカマ ク プ ラ ズ マ にお い て 、閉じ込 め 劣化 の 原因 となる磁気島の 発生が観測

さ れて い る ．こ の磁 気 島発生 に 伴う不 安定 性は新古 典テ ァ リ ン グモ
ー

ドと 呼 ばれ．
核 融合 フ

．
ラ ズマ の 達成に は 、そ の 物理的 メカ ＝ ズム に つ い て 解明 し 、制御 するこ

と が必 要 で ある 。そ こ で 、本 研 究で は 4 場 簡約化 MHD モ デル ［llを 用 いて 新古興

テ アリ ン グモ
ー

ドの 非 線形 シミ コレ
ー

シ ョ ン を行 い 、エ ネ ル ギ
ー

の 時間 発展およ

び 磁気 島の 構造形 成に つ い て調べ た。
数値手法とし て ス ペ ク トル 法を用 い た。新古典粘性係数は Hlrshman．Sigmerモ デル

を 用い ［2］、安全 係 数 およ び 、ff力 分布 は 以 下で 与 え ら れ るモ デ ル を 用 いた 。（た だ

し 、平 衡 は 満 足 し てい な い 。〕
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図 1 に 揺 動 磁 場 エ ネル ギ
ー

の時 間発 展を 示す 。磁 場 エ ネ ルギ ーは線 形 成 長 か ら非 線

形 成長 へ 移 行 し 飽 和し て い るこ とが わ か る。図 2 に t．2000 にお け る ヘ リカ ルフ ラ

ッ クス の 等 高線を示 す 。磁 気島が 形 成さ れ て い る の が わか る ．
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図 3 　 揺動磁場 エ ネ ル ギ
ー

の

時間発 展

図3 に モ
ード 数斎 変化 さ せた 時 の 揺 動 磁 場 エ ネ ル ギ

ー
の 時間発展を示 す ttモ ード 数 と して はそ れ ぞれ 2 モ

1
一ド （°t°・211）・　 5 モ

ード（°’°・211・”t2・613・814）・9 モ
ード

∵、 tj
き＆メ 鱒

卜
／．

’

（OiO，211，4i2．．、15iB｝、17 モ
ード〔O．012／1，412，．．．32f16）を 用

い た 。モ
ード 数の 増加 に 伴い 、線形成 長が 加 速 さ れる ．

線形成長を 加 速す る の ば高 n モ
ード に 起 因す ると 考 え

られる。し か し 、最終的な飽和レ ベ ル はモ
ード数 に 依

ら ず、ほ ぼ
一

定レ ベ ル に 落ち着い て い る ．
　図 4 にモ

ー
ド 数 17 の 場合の パ ワ

ー
ス ペ ク ト ル の 時

間 発展を示 す．高 卩 モ
ード がま ず成 長し 、ある レ ベ ル

で 飽和 し て い る 、，同時 に 2t「モ
ードが 励起し て い るこ

と が わか る。飽和 領域で は 211モ
ード が 支配 的 にな る

こ の 結 果 に よ り ．テ ア リ ン グモ
ード の 発 展 は バ ッ ク

グ ラ ウ ン ド の 乱 流 に よ っ て 加 速 され て い る 可 能 性 が

あ る と 考 え ら れ る ．飽 和 は準 線 形 効 果 に よ る も の と考

え ら れ る が ．そ の 詳 細 に 関 し て は現 在 解 析 中 で あ り 、
掌 会 に て 報 告 す る 予 定で あ る 、
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図 2 　 磁 気島の 形 成

図4 ：パ ワ
ー

ス ヘク トル の

時閼発 展
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図 1．陽動 磁場 エ ネ ルギ
ー

時間発展
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　トカ マ ク表面 辿 傍 に詞 1
．
る理 想外 部MHDT 安 定げllは、同 辺 部 にベ デ ス タル 構 造を持

・．〔EI　M ．．）目．mode 運 1曇時 の フ ラズ マ の 性 質、特にペ デ スタル の 圧 力勾1 己限 界や E〔lge

L〔｝culi ／u＼Vc｝de5 （ET．Ms）の 発／1∴ 強く関連し℃．・る、，この EIMs に 関連 してい るとされ る理 想

外部モ
ー

ドに．は peelir
．
lg　mod 。（電流駆動 ）とe〔1即 h烈o〔，ni 冂g　m 。de（1

．
i：力駆動）、お よびその

2毛瞋斐自がカ ッ ソ ノンオ
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る peoling

．baLioonirig　mode が麦）ると考え．ら才し
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、し丶

一t’才しもトロ イ

ダ’レ モ
ー

ド数 l／ の 高 1ノ、外 部モ
ー．

ドで あり、実形 状 トカ マ ケにお けるこれ らの モ
ー

ド
』
の 安lt

’
性

解析
「k数値計算精度 a）閤題か ら困難で あ っ た．

本研 究 は、貞空 磁場 工 ）・ル ギ
ー

をプ ラズ マ の ポ テン ン ヤ ル ニL ネル ギ
ー

と同 様 の 形 式で

表 す ［1］こ とで 、2 次 儿 Ne“，coi［ib 方 程 式 を 数値 的 に 解 くこ との で きる 敢 恒 コ ード

1丶1、RG2D）［L，3：にオ5ける真空磁場エ ネル ギ・．．の 計弗方法を拡張した、t これ によリヒ記の 高

v 外 部モ
ー

ドの 安 走1生を失形 状トカマ クに お い て同 定 す るこ とを ［1
．
能 に した 今 同 の 発 表

で は、こ の 拡張 ｝5れ 辷 MM くG2D コ ードの ベ ン チマ
ー．ク結果を示す とともに、実験の シ ／1 ッ ト

問解 1斤や 実 時 IM解 ｛廾を視 野 に 入 れ た 同 コ ードの パ フ ォ
ー
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